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〔午前  １１時１５分  開会〕  

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    開会の宣告   

○議会広報特別委員長（種茂和男君）  

 全員そろっているみたいですから、今から会議を始めたいと思います。  

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

２  事件  （１）  牧之原市議会だより「かけはし」第 80号について  

○議会広報特別委員長（種茂和男君）  

 かけはし第 80号について、仕様と掲載を事務局のほうで説明をお願いします。  

 事務局。  

○事務局書記（増田奈菜子君）  

 かけはし第 80号について、次第をお開きください。  

 事件が、主に牧之原市議会だよりかけはし第 80号について、仕様変更とページ割につい

て、話し合わせていただきたいと思います。  

 まず、仕様及び掲載内容についてです。フォルダの中に入っております資料、第 80号の

仕様及び記事についてをお開きください。よろしいでしょうか。  

 令和７年９月５日に発生した台風 15号の被害状況を鑑み、５名の議員が一般質問を取り

下げました。これに伴い、掲載記事が大幅に減ったため、議会だよりかけはし第 80号につ

いて、仕様変更や掲載内容を検討したいと思います。  

 １番、議会だより第 80号の仕様についてです。表の右側が旧案で、左側が新しい案とな

っております。ページ数が、当初予定していた 12ページから８ページに、また、一般質問

の記事について、１人につき半ページ 400字程度だったものを、１人につき１ページ 800字

とさせていただく予定でおります。こちらについて、広報は仕様上、Ａ３の用紙を半分に

折り込み、真ん中をホチキスでとじるような形となっております。そのため、ページを減

らすとなると、４ページずつ減ることになるので、 12ページを減らして８ページにすると

いった形です。  

 続いて２番、掲載内容及びページ割についてです。その裏面に案を作成しましたので、

そちらをご覧ください。  

 裏面の左側が第 80号の旧案、 12ページ構成にした場合のものと、右側が新案、 80号を８

ページにした場合とで分けてあります。  

 今、１ページから８ページまでで、記事の構成であったりだとか、それから特集記事、

こういったものが載せられるかなというのを挙げているんですけれども、こちらをご確認

いただいた上で、この内容でよいか、また特集記事、選択していただけるようなものが四

つあるんですけれども、この中から何を選ぶかを協議していただきたいです。  

 事務局からの説明は以上です。  

○議会広報特別委員長（種茂和男君）  

 特記事項を４つ挙げられているんですけど、このうち何点を選べばいいんですか。  

○事務局書記（増田奈菜子君）  

 １点から２点を選んでいただければと思います。  
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○議会広報特別委員長（種茂和男君）  

 多数決で手を挙げてもらって決めていきたいと思いますけど、そんな形でいいですかね。  

○事務局書記（増田奈菜子君）  

 すみません、飛ばしてしまったのですが、再度、表に戻っていただいて、掲載内容及び

ページ割について、２番をご覧ください。  

 特集記事の中に、台風 15号被災者へのお見舞い記事を掲載してはどうかということを載

せておりますが、これについて、令和３年５月に当市の布引原、須々木地区で起きた竜巻

災害の際の議会だよりの記事を確認してみました。そうしたら、編集後記で触れるのみで、

特に特集記事としてお見舞いの言葉等を寄せるということはしておりませんでした。また 、

令和３年発生の熱海市伊豆山の土砂災害であったりだとか、平成 28年発生の熊本地震当時

の各市の市議会だよりについても確認したのですが、当時の市議会議長の就任挨拶であっ

たりだとか、編集後記で触れられてはいたんですが、これについてもお見舞い記事という

形では記事が掲載されておらず、あくまでも、編集後記の挨拶の中で触れるだとか、あと

復興に関する決議をした後にそれを載せるというところにとどめてありました。  

 こちらを踏まえた上で決めていただければと思います。  

○議会広報特別委員長（種茂和男君）  

 絹村委員。  

○（絹村智昭君）  

 今日、それこそ緊急全員協議会、あそこで議会災害対策支援本部、立ち上がったので、

お見舞いを含めた、議会災害対策支援本部の発足されたという、そういう意味も含めて、

お見舞いを含めて掲載したらいいかなと。皆さんのご意見を聞きたいところでありますが、

載せたほうが、と思います。  

○議会広報特別委員長（種茂和男君）  

 谷口委員。  

○（谷口恵世君）  

 今の意見、私も、議会災害対策支援本部を昨日立ち上げましたので、その件を載せて、

設置しましたということで、それプラスお見舞いの記事は載せたほうがいいと思うのと、

あと、一般質問に関してなんですけど、今回、本当は６名だったというところで、５名は

取下げをしたんですけれども、５名も本当は一般質問って、重要なあれですよね。なので、

これは、大石議員に申し訳ないですけど、半ページにさせていただいて、本当はやろうと

思っていた５名の内容は載せてもらって、今回はこのような状況でという説明を入れて、

苦渋の決断じゃないんですけど、そういう事態をさせていただきましたという、そういう

内容を私は入れたほうがいいんじゃないかなと思います。  

○議会広報特別委員長（種茂和男君）  

 今、谷口委員のほうからそのようなご意見がありましたけど、私もそういう、言いたい

人もあったと思うので、 800字じゃなくて 400字にしていただいて、あと取り下げた方々の

名前と、どういったことを取り組んで、こういった理由で取り下げましたというような記

事内容にして掲載したいなと思います。そのような方向性でよろしいでしょうかね。  

           〔「異議なし」と言う者あり〕  

○議会広報特別委員長（種茂和男君）  
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 いいですか。  

 では、そのような。  

○（木村正利君）  

 今の意見はぜひそうしていただきたいと思います。  

 ８ページの中からということの中の意見として、本当に何度も言うんですけど、私は当

事者としていた中で、今回の未曾有の被害、竜巻被害のところの中では、本当に今これか

ら浜岡原発の稼働に向けてのところとか、いろんな視察なんかも議員間で討議してきてい

るんですけど、私も本当に電柱が 30本倒れた状況を目の当たりにしていると、本当に復興

について１か月は最低かかるんじゃないかなと思ったのを、三日三晩、中部電力の方が総

力を挙げていただいて、電柱が倒れて本当に道路を塞いでしまっているものを、三日三晩

かけて古い電柱を全部撤去して、新しい電柱を立ててくれたんですね。一部、その後、そ

の裏の通りなんかもずっと電柱を立てていただいて、中部電力ミライズの方が各家庭まで

ずっとやっていっている状況を、昨日もずっと確認はさせていただいている中で、やはり

ここの特集のところの、そういったものを議会としても、できれば入れていただきたいな

と。  

 だから、松川町の親善訪問とか、そういったものも１行ぐらいにして、今回はこういう

ページ数を含めて、皆さん一般質問も苦渋の気持ちを持っていただいてやっているもので

すから、ここのところをちょっと議会としても、先ほど挙げていただいたこと。  

 本当に失礼なことを言って申し訳ないんですが、前回の竜巻のときも、ほとんど私ども

細江のほうにいて、人ごとだったんですね。今回、この細江区１万世帯余りがこの竜巻被

害というのは本当に感じてみて、いや、同じ牧之原市民としても、そういう災害に当たっ

たときの気持ちって、なってみて初めて今感じていることですから、ちょっとそこら辺の

ところを、お見舞い含めて、お願いできればなというのが私の気持ちなんですが。  

○議会広報特別委員長（種茂和男君）  

 谷口委員。  

○（谷口恵世君）  

 今の木村委員のおっしゃるように、なので、これ５に四つあるんですけど、それを台風

15号の被災者の方へのお見舞いももちろんなんですけど、議会としての対応を、これは議

会広報なので、議会として今回、例えば通告制にした決算のところも、通告制にしたとか、

そういうことを少し載せるような、そのほうがいいんじゃないかなというふうに思います。  

○議会広報特別委員長（種茂和男君）  

 事務局。  

○事務局書記（中田綾君）  

 先ほどの全協のお話の中で、議会として要望書を今定例会で出すというようなお話が出

ておりましたので、以前から意見書とか要望書が出ている場合には広報に載せております

ので、もし要望書が出された場合には、要望書の内容とともに、議会からお見舞い申し上

げるというような文を掲載するのはいかがかなと思ったんですけれども。  

○議会広報特別委員長（種茂和男君）  

 分かりました。  

 石山委員。  
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○（石山和生君）  

 それはそれで大賛成なので、やったらいいと思います。  

 これって、今回少ないじゃないですか。それが何で少ないかみたいなものというのは、

何か分かるんですか、市民の方は。  

 要するに、最後のあれだからというのは特に分かるようなものはないですか。  

○議会広報特別委員長（種茂和男君）  

 事務局。  

○事務局書記（増田奈菜子君）  

 そちらは、ページ数が今回 12ページから８ページになっている理由だったりを説明する

か否かということでよろしいですか。  

○議会広報特別委員長（種茂和男君）  

 そもそも 20は、今回選挙で我々がタッチするんじゃなくて。  

○（石山和生君）  

 僕たちは分かるんですけれども、市民の方がこれを見たときに、あれ今回って、何か分

かるのかなと。  

○事務局書記（増田奈菜子君）  

 特にそちらについて、何か説明がされてはいなかったんですね。それは前回の改選時も

そうですし、前々回の改選時もそうなので、特に何か説明があったり一文が添えられると

いうことは基本的にないと考えていただければと思います。  

○議会広報特別委員長（種茂和男君）  

 聞かれたらそういうふうに答える程度で、一々その内容を説明。  

○（石山和生君）  

 もし、編集後記くらいで、編集後記は種茂委員長が書くと思うので、一部そういうのを

入れておいてもらえればいいくらいかな。大々的にやる必要はないと思うんですけど。  

○議会広報特別委員長（種茂和男君）  

 事務局対応のためにみたいな、そのぐらいでいいんじゃないか。  

 よろしいですか。一文入れる。  

 それと、今後の、後であると思いますけど、内容等変更を今後しますよぐらいの編集後

記にさらっと入れる。  

 あと、事務局のほうで説明。  

○事務局書記（増田奈菜子君）  

 今、意見書の掲載と、台風 15号の被災者の方へのお見舞い文を載せるという話がありま

して、また、一般質問についても、大石議員の記事に加えて、皆様、今回提出していただ

いた方々の一般質問の一覧だったりを載せたいと思います。  

 その上で、もしかしたら８ページの編集後記の上段が余る可能性があるので、もし余っ

たときに載せるものとして、残り３題から１題だけ選んでいただくとしたら、どちらがよ

ろしいですかね。  

 失礼しました。今、再度確認したのですが、Ａ５の半ページほど使用することを考えて、

こちらについては主に意見書を載せることにし、選択制といった、こちらの記事からは載

せないようにしようと思います。申し訳なかったです。  
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 あとすみません、もう一つ話し合っていただきたいことがございまして、かけはしの前

月に出した第 79号について、記述に誤りがあると市民の方から問合せがありました。  

 第 79号の 10ページ目、名波議員の一般質問の記事なんですが、そちらで、防潮堤の工事

がいつ終わるかについて触れられております。これについて、地頭方地区は令和 12年に終

了すると書かれているんですけれども、正しくは地頭方工区は令和 12年に終わるでござい

まして、地頭方地区全体ではなく、地頭方地区の一部の工区が 12年に終わるため、問合せ

をした方がお住まいの地頭方の地区、落居地区になりますが、こちらは令和 12年以降に完

成するような形になります。  

 これについて、ご本人にそのように回答したところ、明確に誤りであり、訂正したほう

がよいのではないかというご指摘をいただきましたので、訂正文を載せたいと思っており

ます。  

 １個ファイルを戻っていただいて、参考、広報まきのはら訂正おわび文とございます。

こちらをお開きください。  

 広報まきのはらに訂正文が載った際にどうなったかという記事を載せております。大き

く載せているわけではなく、Ａ４のページの本当に下段のページ番号が書いてあるものの

横に、小さくですけれども、誤りがあったことを訂正しおわびしますという形で説明文が

添えてあります。このような形で訂正をしようと思っておりますが、よろしいでしょうか。  

○議会広報特別委員長（種茂和男君）  

 よろしいですか。  

           〔「異議なし」と言う者あり〕  

○議会広報特別委員長（種茂和男君）  

 この形でお願いします。  

○事務局書記（増田奈菜子君）  

 分かりました。ありがとうございます。  

○議会広報特別委員長（種茂和男君）  

 スケジュールはいいのかな。  

 ２回目が、 10月２日か。  

○事務局書記（増田奈菜子君）  

 編集スケジュールも再度入れさせていただきましたが、今回の委員会が終わった後、現

在考えているのは 10月２日の委員会となっております。  

○議会広報特別委員長（種茂和男君）  

 一般質問は大石議員がやるので、誰が担当するのか、それを決めておかないといけない

な。  

○事務局書記（増田奈菜子君）  

 大石議員の記事については、本人に記事を依頼した後に、私のほうで作成する予定でお

ります。また、 29日までを締切にし、できれば 10月２日の委員会のときには記事を完成さ

せて皆様に一旦見ていただくような形にして、 10月２日が終わった後に、正副委員長の確

認で再確認をしていただければと思っております。  

○議会広報特別委員長（種茂和男君）  

 一般質問、その他に、そういうような内容になりますけど。なので、皆さんが次に出る
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のは 10月２日の本会議の後のあれで最後になりますので。  

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

３  その他  （１）  引き継ぎ事項について  

○議会広報特別委員長（種茂和男君）  

 あと、今後、引き継ぎ事項の形でこの後、事務局のほうから説明していただきますけど、

引き継ぎ事項のほうでいいのかな。  

○事務局書記（増田奈菜子君）  

 では、戻りまして、その他３ですね。引き継ぎ事項についてになります。  

 ファイル戻っていただきまして、令和７年度議会広報特別委員会引き継ぎ事項という資

料をつくっておりますので、そちらをお開きください。  

○議会広報特別委員長（種茂和男君）  

 これが送られていると思いますけど、何か皆さんのほうで気づいて、これはちょっとと

いうところがあれば改正したいと思いますけど、この内容でいいのかどうか、ちょっと読

んで、ご意見いただきたいと思います。  

○事務局書記（増田奈菜子君）  

 一番目が作成方針、２番目が議会だよりに関する引き継ぎ事項で、以前この広報特別委

員会内で話し合い決定した引き継ぎといいましょうか、の事項がここに書いてあるものに

なります。その下、検討事項についてですが、こちらは令和６年１月 31日にオンライン研

修で行った皆様の報告書の内容から、引き継いだほうがいいと思われるであろうことをピ

ックアップしたものになります。これについては、明確な引き継ぎ事項であることが決ま

っておりませんので、主にこの部分について、引き継ぎをどこまでおまかせするか、それ

とも検討事項として、次の委員会の方々で話し合っていただきたいということで全部お渡

しするのかというところも含めて、協議していただきたいです。  

○議会広報特別委員長（種茂和男君）  

 その二つの、今、事務局のほうであった話の内容にするのか、何かご意見が特別にあれ

ば。  

○（木村正利君）  

 今、増田さんがおっしゃったように、基本的に新しい方が入ってきたときに、やはりそ

の方たちの思いもという中で、こうだよという決めつけじゃなく、そこら辺の中で話し合

っていけたらいいかなと私は感じます。  

 以上です。  

○議会広報特別委員長（種茂和男君）  

 石山委員。  

○（石山和生君）  

 検討事項は僕も同じく検討事項なのでいいと思うんですけど、表紙を全面写真にするの

ところって、まず、全面の全って、全部の全ですか。  

○事務局書記（増田奈菜子君）  

 ごめんなさい、そこは私の書き間違いになります。ごめんなさい。  

○（石山和生君）  

 そこの修正をしたほうがいいなというのと、ここに関しては、ある程度決定をしたけど、
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流れがあってできなかったことですよね。我々は今、全面にはなっていないです。  

○議会広報特別委員長（種茂和男君）  

 全面は全部の全。  

○（石山和生君）  

 全部の全ですよと。  

 検討事項はもちろん検討してもらって、一応、全写真にするのは決定した事項だけど、

できなかったという背景なので、そこはもうちょっと詳しく書いてほしいな。たしか、こ

の時期ではやるのはちょっと難しそうだという話になって、次回以降だったらいいけれど

もみたいなのが、たしか全協か何かで言われて、私たちは仕方ないけど、次の人たちには

これは決定事項としてなったけど、できなかったよと伝えようみたいな文脈があったと思

うので。  

○議会広報特別委員長（種茂和男君）  

 替わったらやっていいよというわけにはならない。  

○（石山和生君）  

 ちょっとそこを整理してほしいなというふうに、もう一回ちょっと思い出しながら。  

○議会広報特別委員長（種茂和男君）  

 この前面を全部の全に直してもらって。  

○（石山和生君）  

 全部の全に。  

 今どういう状況で、結局我々が、旧委員会が依頼したといって、決定事項だといっても。  

○議会広報特別委員長（種茂和男君）  

 今日のこの内容は次の全協で、こういう内容で引き継ぎますよというのを言う内容を今

やっているものですから。  

○事務局書記（増田奈菜子君）  

 引き継ぎ事項として、今おっしゃったような経緯であったりとかというのはもちろん詳

しく書いた引き継ぎ資料はおつくりしたいと思っているんですけれども、ひとまずこの載

っている内容でよいかどうか、ほかに引き継ぎ事項があったかどうかが、申し訳ないんで

すが、私も４月から入りまして、今までの会議資料を読んだ上でピックアップした内容な

ので抜けがある可能性があるので、そこも含めまして、皆様が引き継ぎたい事項はこちら

でよろしいかを見ていただきたいんですが、いかがでしょうか。  

○議会広報特別委員長（種茂和男君）  

 谷口委員。  

○（谷口恵世君）  

 特集ページなどに議員の顔写真を掲載するというのを、あれですよね、引き継ぎ事項に

するというのは、これは検討事項にしたほうがいいかなとか、私は個人的にちょっと思っ

ていて。それよりも、委員会の今写真、私たち各委員会で顔写真を載せるので、あれは引

き継ぎ事項でもいいのかなというふうに思います。  

○議会広報特別委員長（種茂和男君）  

 細かく明確にそれを分けて書いておく。委員会の顔はちゃんと出してほしい。  

○（谷口恵世君）  
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 委員会のときとか、委員会ごとに顔写真を今やっているのは引き継いでもらって。  

○議会広報特別委員長（種茂和男君）  

 必要だけど、個々の特集ページなど議員の顔写真は検討事項のほうに入れるということ

で、今、谷口委員のほうから、そのようなご意見がありましたけど、そういった変更でよ

ろしいですか。  

           〔「異議なし」と言う者あり〕  

○議会広報特別委員長（種茂和男君）  

 そのような内容で、次の最終全協のほうで話をしようと思います。  

○事務局書記（増田奈菜子君）  

 分かりました。では、今いただいた意見を基に、再度、委員会ページに議員の顔写真を

掲載するというところも含めて、引き継ぎ事項で確認したいと思います。  

 なお、今、石山委員にご指摘していただいたように、全面写真については経緯等をお書

きしようと思っておりますが、ほかについては特によろしいでしょうか。  

○議会広報特別委員長（種茂和男君）  

 動く動作もやめた。  

 アクションポーズ。入っている。  

 では、そんな内容で、今日の会議はよろしいでしょうか。  

○事務局書記（増田奈菜子君）  

 結局、では、検討事項については、検討事項のままお渡しして協議していただくという

ことでよろしいですかね。分かりました。  

○議会広報特別委員長（種茂和男君）  

 もし、あれだよね、こういうふうに直しましたよというものだけ、もう一度、事務局か

のほうから委員にＬＩＮＥで送っていただければ、それでいいんじゃない。  

 あと、全部自動的に 10月２日まで我々はノータッチになるものですから、今言った内容

で、事務局のほうで大変ですけど、やっていただけるということで。  

○（石山和生君）  

 その他でいいですか。さっきに戻るんですけど、名波議員の掲載のあれがあったじゃな

いですか。あれが訂正は訂正でいいとして、そもそもの原因というと、答弁が間違ってい

たのか、答弁はされているのに、名波委員がここに写し間違えたのか、そこら辺の原因っ

てどうなっているんですかね。  

○議会広報特別委員長（種茂和男君）  

 事務局。  

○事務局書記（増田奈菜子君）  

 確認しましたところ、部長答弁書の時点で地頭方地区と書かれておりまして、名波委員

はそれを利用して書いたため、地区という書き方をしていたという形になります。  

○（石山和生君）  

 じゃあしようがない。僕たちが確認できない。再発防止できそうかなと思ったけど、そ

うなってしまうと難しいですね。  

○事務局書記（増田奈菜子君）  

 今回の内容に関して、広報まきのはらをつくっている秘書広報課に確認したんですけれ
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ども、今回のようなミスは、やはり広報でも度々ありまして、特に地区名みたいなものだ

ったりは、簡単に伝えるために地頭方地区という言い方をしましたという言い方もするこ

とができると。分かりやすく伝えるために、あえて包括的な言い方をすることもできるの

で、工区を地区と言い換えること自体は、明確に間違いとは言えないのではないかという

見解をいただいたのですが。  

○議会広報特別委員長（種茂和男君）  

 その場所の人でないと、工区と地区のね。現場を見ている人なら工区だろうと思うけど。  

○（谷口恵世君）  

 だけど、一般質問の答弁なので、駄目だというなら、ちゃんと。  

○議会広報特別委員長（種茂和男君）  

 我々のところへ、オオハラって言って来る人は西に、オオワラといえば、そこの住民。  

○（絹村智昭君）  

 その件で、当局、建設課だよね、その辺にも確認を一応取って。  

○事務局書記（増田奈菜子君）  

 当局に確認した上で、ご本人さんに一度私から謝罪のメールを送らせていただいており

ます。その上での返事が、訂正をということでした。  

○議会広報特別委員長（種茂和男君）  

 では、そういったことで、今日の会議のほうはこれで終了したいと思いますけど、よろ

しいですか。  

           〔「なし」と言う者あり〕  

○議会広報特別委員長（種茂和男君）  

 ありがとうございました。  

〔午前  １１時４３分  閉会〕  


